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運転開始（昭和47年7月25日） 
１０年       ２０年     ３０年                                     ４０年                                                              ５０年     ６０年 

保守管理活動 
定期検査 
定期事業者検査等 
  （平成１６年以降） 

【主な経年劣化事象】 

機器や構造物に想定される劣化事象を抽出し、最新の
技術的知見や運転実績を踏まえ、６０年間の運転期間を
仮定した評価 

長期保守管理方針（6件）の策定 
今後１０年間の長期保守管理方針を保安規定に
定め、国に変更認可申請 

４０年目の高経年化技術評価（PLM） 

長期保全計画の策定 

定期安全レビュー（PSR） 
高経年化技術評価（PLM） PLM 

PSR 

PLM 

PSR 

３０年目の高経年化技術評価以降実施した保全活動の
有効性を評価 

３０年目の 
高経年化技術
評価（PLM） 

想定される劣化事象 
に対し、追加的な 
保全策を抽出 

保守管理活動 
に追加して実施 

・中性子照射脆化 
・照射誘起型応力腐食割れ 
・低サイクル疲労割れ 
・コンクリート強度低下 
   ： 

追加保全策を抽出 

平成23年7月22日 平成13年6月14日 

1 美浜２号機 高経年化技術評価と長期保守管理方針の概要  
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【評価結果の概要】 
●今後３０年の運転を仮定しても、機器・構造物は、 
 現状の保全活動や点検・検査を充実していくことで、 
 今後も安全に運転することが可能 
●長期保全計画を策定 

【評価結果の概要】  
●今後２０年の運転を仮定しても、機器・構造物は、現状の 
 保全活動の継続により、健全に維持できる 
●長期保守管理方針を定め、国の認可を受ける 

対象部位 計画の概要 

原子炉容器 実過渡回数※に基づく疲労評価を実施 

電気ペネ 

トレーション 

代表電気ﾍﾟﾈﾄﾚｰｼｮﾝ単体での絶縁抵
抗測定 

ケーブル 
実機環境確認やｹｰﾌﾞﾙｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ調査
等 

コンクリート 

構造物 
代表部位での非破壊試験等 

40年目の評価(平成23年7月22日) 30年目の評価 (平成13年6月14日) 

○３０年目の評価に基づき 
機器の経年劣化度合いの 
再評価及び、長期保全計画
の有効性を評価する 

平成４年 
（1992） 

▼ 

▼ 

▼ 

長期保全計画の例 
長期保守管理方針の例 保全実績 

保全概要 

疲労評価により、許容値以
下であることを確認 

代表電気ﾍﾟﾈﾄﾚｰｼｮﾝの単体
での絶縁抵抗測定実施 

実機環境確認実施（温度、
線量） 

代表部位の非破壊試験を実
施し健全性を確認 

平成１４年 
（2002） 

平成２４年 
（2012） 

対象部位 方針の概要 

炉内構造物  
ﾊﾞｯﾌﾙﾌｫｰﾏﾎﾞﾙﾄについて、維持規格※に基づく
超音波探傷検査の実施が必要な場合には計画
を策定  

電気ペネ 

トレーション 

長期健全性試験の対象と異なる製造メーカーの
三重同軸型ﾍﾟﾈﾄﾚｰｼｮﾝは、再評価または取替 

ケーブル 
高圧ｹｰﾌﾞﾙは、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｹｰﾌﾞﾙに対して、絶縁
抵抗測定以外の絶縁診断による傾向監視 

原子炉容器 
支持部 

コンクリートの変形を傾向監視  

平成１４年 
運転開始後３０年目 
平成１４年 
運転開始後３０年目 

▼ 平成２４年 
運転開始後４０年目 

昭和４７年 
７月２５日運転開始 

※ プラントの起動、停止等に伴い、機器の温度や圧力が
変化することの回数 

※ 発電用原子力設備の維持（検査、評価、補修等）に関する
技術的諸規定を定めた規格 
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【原子炉容器支持部】 
●支持部のコンクリートは、熱影響
による変形が急激に発生する可
能性は小さいが、変形を傾向監
視。 （実施時期：中長期） 

【電気ペネトレーション※２】 
●三重同軸型ペネトレーションは、長期健全性試
験の結果から絶縁機能を維持できると判断する
が、長期健全性試験の対象と異なる製造メーカ
のものについては、実機同等品による再評価ま
たは取替を実施。（実施時期：中長期） 

※２ 原子炉格納容器電線管貫通部 

  

【主蒸気系統配管等の２次系炭素鋼配管】 
●実測データに基づき耐震安全性評価を実施した炭素鋼配管につい
ては、第２７回定期検査時のサポート改造等の設備対策が完了後、
設備対策を反映した耐震安全性評価を実施。（実施時期：短期） 

 ※ １  中性子線照射の影響で 
         化学組成等が変化した材料に、 
         環境要因、応力要因が重なる 
         ことで発生する応力腐食割れ。 

注１：青字は長期保守管理方針を示す。 
注２：実施時期の「短期」は平成２４年７月２５日から５年間，「中長期」は平成２４年７月２５日から１０年間を示す。 

主変圧器 

加圧器 

原子炉容器 
蒸気 

水 
タービン 

発電機 

復水器 

給水ポンプ 
循環水ポンプ 

冷却水（海水） 
放水路へ 

蒸気発生器 

外部遮へい（コンクリート） 

【主変圧器】 
●コイルの絶縁低下は否定できない
ため、寿命評価に基づく取替の要否
を判断し、要の場合には実施計画を
策定。 

 （実施時期：中長期） 

炉内構造物 

M 

電動補助 
給水ポンプ 

１次冷却材管 

【炉内構造物】 
●バッフルフォーマボルトの照射誘起
型応力腐食割れ※１により健全性に影
響を与える可能性は小さいが、維持
規格に基づき、必要な場合には超音
波探傷検査を計画。 

 （実施時期：中長期） 

【高圧ケーブル】  
●国プロジェクト※３成果の反映や状態監視の重要性の観点
から、サンプリング（使用条件、使用開始時期等を考慮して
選定）ケーブルについて、絶縁抵抗測定以外の絶縁診断に
よる傾向監視も実施。（実施時期：中長期） 

 ※３ より実機環境を模擬したケーブルの経年劣化評価手法に関
する検討（原子力プラントのケーブル経年変化評価技術調査研
究） 

現状の保全に加えて実施すべき保全項目を抽出し、６件の長期保守管理方針 
 
（機器の取替・検査、知見の拡充など）を策定し、今後実施していく 

３ 美浜２号機 高経年化技術評価と長期保守管理方針の概要  

１次冷却材ポンプ 
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○国のガイドラインに基づき、今後２０年の運転を仮定した評価で、大部分の機器・構
造物は、現在行っている保全活動を継続していくことにより、今後も健全に維持で
きる 

  
○ 一部の機器については、現状の保全に加えて実施すべき保全項目を抽出し、６件

の長期保守管理方針（機器の取替・検査、知見の拡充など）を策定し、今後実施し
ていく 

美浜２号機の評価結果 

今後の予定 
○ 高経年化技術評価、長期保守管理方針について、国の審査及び立入検査を受ける 
 
○ 福島第一発電所事故調査結果などにおいて新たな知見が得られた場合など、高経

年化技術評価を見直し、必要に応じ、その結果を長期保守管理方針に反映する 

4 ま と め  
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